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四
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
、
第
十
七
回

日
本
李
登
輝
学
校
台
湾
研
修
団
（
略
称
・
李

登
輝
学
校
研
修
団
）
が
行
わ
れ
、
団
長
を
理

事
で
岐
阜
県
支
部
長
の
村む

ら

上か
み

俊と
し

英ひ
で

氏
、
副
団

長
を
参
加
三
回
目
と
な
る
嶋し

ま

田だ

敦あ
つ

子こ

氏
が
務

め
、
計
三
十
五
名
の
団
員
が
参
加
、
と
て
も

充
実
し
た
内
容
の
研
修
と
な
っ
た
。

昨
年
十
一
月
、
大
腸
ガ
ン
の
手
術
を
さ
れ

た
李
登
輝
先
生
は
驚
い
た
こ
と
に
、
最
近
ま

た
台
湾
一
周
の
旅
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
、

と
て
も
お
元
気
で
し
た
（
表
紙
3
参
照
）。

■

第
１
日
・
４
月
26
日（
木
）

桃
園
空
港
に
到
着
後
、
空
港
か
ら
バ
ス
で

淡
水
の
ホ
テ
ル
成
旅
晶
賛
飯
店
へ
。
到
着
後

す
ぐ
徒
歩
五
、
六
分
ほ
ど
の
群
策
会
へ
。

群
策
会
に
着
く
と
す
ぐ
始
業
式
が
あ
り
、

王
燕
軍
秘
書
長
の
ご
挨
拶
と
群
策
会
の
紹
介

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
蔡さ

い

焜こ
ん

燦さ
ん

先
生
（
李
登

輝
民
主
協
会
理
事
長
）
に
よ
る
「
台
湾
と
日

本
の
歴
史
の
絆
」
の
講
義
を
拝
聴
。
日
本
人

は
台
湾
人
に
二
つ
の
こ
と
を
教
え
た
、
そ
れ

は
「
公
」
と
「
私
」
の
区
別
、
そ
し
て
「
モ

ノ
作
り
の
精
神
」
だ
と
力
説
。

終
了
後
は
ホ
テ
ル
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
海
中
天
」
に
て
夕
食
会
が
開
か
れ
、
蔡
先

生
や
王
秘
書
長
な
ど
群
策
会
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

■

第
２
日
・
４
月
27
日（
金
）

群
策
会
に
て
午
前
九
時
か
ら
黄こ
う

智ち

慧え

先
生

（
中
央
研
究
院
民
族
研
究
所
）
の
「
原
住
民

の
歴
史
と
新
た
な
日
台
関
係
」
の
講
義
。
台

湾
に
は
二
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
か
ら
遺
跡

が
見
つ
か
る
と
い
う
話
や
、
三
万
年
前
の
長

濱
遺
跡
も
あ
る
な
ど
の
話
に
ビ
ッ
ク
リ
。
日

本
に
は
原
住
民
研
究
者
が
世
界
一
多
い
そ
う

で
、
こ
れ
に
も
驚
か
さ
れ
た
。

続
い
て
、
羅ら

福ふ
く

全ぜ
ん

先
生
（
元
駐
日
台
湾
代

表
）
に
よ
る
「
台
湾
と
日
本
の
安
全
保
障
」

の
講
義
。
日
台
関
係
で
も
っ
と
も
大
切
な
の

は
安
全
保
障
で
、
日
本
に
と
っ
て
台
湾
は
米

国
と
同
様
に
重
要
と
い
う
ご
指
摘
に
納
得
。

途
中
、
台
湾
鉄
道
弁
当
の
昼
食
を
挟
み
、

午
後
は
迫さ

こ

田だ

勝か
つ

敏と
し

先
生
（
中
日
新
聞
・
東
京

新
聞
通
信
員
）
に
よ
る
「
選
挙
後
の
台
湾
情

勢
」
の
講
義
。
総
統
選
挙
後
の
研
修
団
と
い

う
こ
と
で
、
な
ぜ
民
進
党
は
勝
て
な
い
の
か

に
つ
い
て
「
含
涙
投
票
」
と
い
う
言
葉
が
紹

介
さ
れ
、
馬
英
九
は
ダ
メ
だ
が
、
自
分
の
意

思
に
反
し
て
涙
を
飲
ん
で
国
民
党
に
投
票
す

る
行
動
だ
そ
う
だ
。
選
挙
の
裏
事
情
な
ど
を

交
え
た
分
析
は
す
ご
く
参
考
に
な
っ
た
。

講
義
後
、
明
日
か
ら
の
野
外
視
察
の
た
め

十
五
時
半
に
群
策
会
を
出
発
。
Ｍ
Ｒ
Ｔ
と
高

速
鉄
道
を
乗
り
継
い
で
台
中
駅
へ
向
か
い
、

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
台
中
金
典
酒
店
へ
。

レ
ポ
ー
ト
・
第
17
回
日
本
李
登
輝
学
校
台
湾
研
修
団

李
登
輝
先
生
が
お
元
気
で
良
か
っ
た
！

第
十
七
期
生

嶋し
ま

田だ

　
早さ

貴き
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ホ
テ
ル
で
の
夕
食
会
に
は
前
駐
日
台
湾
代

表
の
許
世
楷
先
生
と
盧
千
恵
夫
人
を
お
招
き

し
、
明
日
訪
問
す
る
白は

く

冷れ
い

圳し
ゅ
うに
つ
い
て
の
ミ

ニ
講
義
を
い
た
だ
い
た
。
盧
夫
人
は
ガ
ン
の

手
術
を
さ
れ
た
そ
う
で
、
許
先
生
が
料
理
を

夫
人
に
取
り
分
け
ら
れ
て
い
る
様
子
は
さ
り

気
な
く
自
然
で
、
お
似
合
い
の
ご
夫
婦
だ
。

■

第
３
日
・
４
月
28
日（
土
）

ホ
テ
ル
で
朝
食
後
、
バ
ス
に
乗
り
、
許
世

楷
先
生
ご
夫
妻
が
待
つ
白
冷
圳
へ
。

現
地
で
は
、
本
会
会
員
の
黄
木
壽
氏
や
、

白
冷
圳
水
流
域
促
進
会
の
詹
益
輝
理
事
長
、

徐
炳
乾
総
幹
事
な
ど
関
係
者
も
合
流
、
白
冷

圳
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
、

歩
き
な
が
ら
白
冷
圳
建
設
の
歴
史
を
学
ん
だ
。

八は
っ

田た

與よ

一い
ち

の
高
校
・
大
学
の
後
輩
に
あ
た

る
磯い

そ

田だ

謙の
り

雄お

が
造
っ
た
巨
大
な
逆
サ
イ
フ
ォ

ン
式
の
送
水
管
「
白
冷
圳
」
を
下
か
ら
見
上

げ
る
と
本
当
に
大
き
い
。
地
形
の
変
化
を
利

用
し
、
電
気
な
ど
の
動
力
を
一
切
使
用
せ
ず

に
、
逆
サ
イ
フ
ォ
ン
で
高
い
所
に
ま
で
水
が

届
く
。
こ
の
先
人
の
偉
業
を
目
の
当
た
り
に

し
、
当
時
の
日
本
に
こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

技
術
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き
感
動
し
た
。

近
く
の
お
洒
落
な
安
妮
公
主
花
園
レ
ス
ト

ラ
ン
に
て
昼
食
。
窓
か
ら
白
冷
圳
の
大
き
な

パ
イ
プ
を
見
つ
つ
、
許
世
楷
先
生
よ
り
「
こ

れ
を
作
っ
た
時
に
は
そ
れ
な
り
に
問
題
も
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
生
活
用
水
が
で
き
た

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
集
落
や
こ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
生
活
に
潤
い
が
持
て
た
」
と
の
お
話

を
伺
い
、
今
で
も
大
切
に
受
け
継
ぎ
、
語
り

継
い
で
く
れ
る
台
湾
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
バ
ス
で
台
中
公
園
へ
。
こ
こ
で

は
最
初
に
、
本
会
か
ら
台
湾
に
河
津
桜
を
贈

っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
桜
寄
贈

記
念
碑
を
見
学
。

石
造
り
の
放
送
播
音
台
や
、
横
倒
し
に
な

っ
て
い
る
台
中
神
社
の
鳥
居
な
ど
を
見
学
後

に
再
び
バ
ス
に
乗
り
、
宝
覚
寺
へ
。
日
本
人

墓
地
と
境
内
に
建
つ
「
霊
安
故
郷
」
碑
に
参

拝
し
、
村
上
団
長
と
嶋
田
副
団
長
が
献
花
。

「
霊
安
故
郷
」
の
文
字
は
李
登
輝
先
生
の
揮

毫
で
、
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
た
の
を
機
に
、

か
つ
て
の
戦
争
で
戦
死
し
た
台
湾
籍
元
日
本

軍
人
・
軍
属
三
万
余
柱
と
、
台
湾
住
民
で
犠

蔡焜燦先生（第１講　４月26日）

黄智慧先生（第２講　４月27日）

羅福全先生（第３講　４月27日）

迫田勝敏先生（第４講　４月27日）
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牲
者
と
な
っ
た
人
々
の
御み

霊た
ま

を
こ
の
寺
に
祀

る
こ
と
に
な
っ
た
時
に
建
て
ら
れ
た
。

次
に
、
台
中
市
在
住
の
喜き

早そ
う

天た
か

海ひ
ろ

氏
の
ご

案
内
に
よ
り
、
台
中
市
日
僑
学
校
（
日
本
人

学
校
）
の
視
察
に
向
か
っ
た
。

こ
の
学
校
は
、
一
九
九
九
年
の
集
集
大
地

震
の
際
に
倒
壊
し
た
が
、
校
舎
再
建
当
時
、

総
統
だ
っ
た
李
登
輝
先
生
の
お
力
添
え
に
よ

り
、
早
々
と
二
〇
〇
一
年
に
新
校
舎
を
落
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

校
舎
の
玄
関
に
掲
げ
る
「
台
中
縣
日
僑
学

校
」
の
扁
額
は
李
登
輝
先
生
の
揮
毫
だ
。
一

昨
年
、
県
と
市
が
合
併
し
て
台
中
市
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
「
台
中
市
日
僑
学
校
」
と
新

し
く
書
き
換
え
ら
れ
た
そ
う
だ
。
案
内
い
た

だ
い
た
田
村
洋
幸
副
校
長
か
ら
そ
の
原
紙
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
日
本
人
に
対
す
る
李

登
輝
先
生
の
温
か
く
細
や
か
な
ご
配
慮
に
、

感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

校
舎
は
と
て
も
綺
麗
で
、
整
っ
た
立
派
な

施
設
に
驚
い
た
。
前
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
押

し
て
、
二
時
間
も
遅
れ
て
の
視
察
だ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
田
村
先
生
に
は
と
て
も
丁

寧
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

日
本
人
学
校
を
後
に
し
、
バ
ス
を
走
ら
せ

る
こ
と
四
十
分
ほ
ど
で
夕
食
会
会
場
の
香
蕉

新
楽
園
に
到
着
。
一
九
五
〇
年
代
の
街
並
み

そ
の
も
の
が
復
元
さ
れ
た
内
装
に
な
っ
て
お

り
、
非
常
に
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
面
白
い
店

内
だ
っ
た
。
こ
こ
で
東
海
大
学
助
教
授
の
王

良
原
氏
が
合
流
。
夕
食
後
、
若
者
組
は
駅
前

の
宮
原
眼
科
の
建
物
を
利
用
し
た
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
・
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
へ
。

■

第
４
日
・
４
月
29
日（
日
）

こ
の
日
は
ま
た
朝
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、
ま

ず
は
獅し

頭と
う

山ざ
ん

勧か
ん

化げ

堂ど
う

へ
。
こ
こ
に
は
、
台
湾

籍
日
本
兵
の
命
を
救
っ
た
海
軍
巡
査
隊
長
だ

っ
た
廣ひ

ろ

枝え
だ

音お
と

右う

衛え

門も
ん

が
祀
ら
れ
て
い
る
（
本

誌
28
頁
参
照
）。

廣
枝
の
部
下
で
、
唯
一
人
の
生
存
者
と
な

る
劉り

ゅ

維う
い

添て
ん

氏
よ
り
当
時
の
マ
ニ
ラ
市
街
戦
の

話
な
ど
を
聴
き
、
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
思
い
だ
っ
た
。
こ
の
研
修
団
に
参
加
す

る
直
前
、
私
は
母
と
本
会
茨
城
県
支
部
が
主

催
し
た
廣
枝
音
右
衛
門
の
お
墓
参
り
に
参
加

し
、
そ
の
際
に
ご
遺
族
の
方
々
の
お
話
も
お

聞
き
し
て
い
た
。
劉
氏
が
涙
を
流
し
言
葉
を

詰
ま
ら
せ
な
が
ら
、
廣
枝
隊
長
へ
の
感
謝
の

思
い
と
、
今
も
手
厚
く
御
霊
を
ご
供
養
さ
れ

て
い
る
お
姿
を
拝
見
し
て
、
こ
の
方
が
玉
砕

し
な
い
で
生
き
残
っ
て
い
て
下
さ
っ
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ

た
。
劉
氏
は
慰
霊
祭
を
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
。

こ
こ
か
ら
ま
た
バ
ス
で
移
動
、
向
か
う
は

南
天
山
済
化
宮
。
こ
こ
は
「
台
湾
の
靖
国
神

社
」
と
い
わ
れ
、
大
東
亜
戦
争
で
戦
歿
し
た

台
湾
籍
の
英
霊
を
祀
っ
て
い
る
。
李
登
輝
先

生
の
実
兄
の
李
登
欽
氏
（
日
本
名
・
岩い

わ

里さ
と

武た
け

則の
り

）
の
位
牌
も
こ
こ
に
あ
っ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
書
庫
の
よ
う
な
所

に
亡
く
な
っ
た
方
々
の
位
牌
が
奥
ま
で
び
っ

し
り
並
ん
で
い
た
。
そ
の
膨
大
な
数
の
位
牌

を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
ん
な
に
も
大
勢
の

犠
牲
者
が
い
た
の
か
と
び
っ
く
り
し
た
。
団

員
皆
で
合
掌
参
拝
。

そ
の
後
、
昼
食
へ
。
こ
の
日
の
昼
食
は
客

家
料
理
だ
っ
た
。
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昼
食
の
後
は
再
び
バ
ス
を
走
ら
せ
、
桃
園

神
社
へ
。
桃
園
神
社
に
は
日
本
時
代
の
社
殿

な
ど
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
、
台
湾
の
国

家
三
級
古
蹟
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
、

新
竹
県
忠
烈
祠
と
改
称
さ
れ
る
が
、
本
殿
や

拝
殿
、
社
務
所
、
手
水
舎
な
ど
が
と
て
も
よ

く
保
存
さ
れ
て
い
て
、
ま
る
で
日
本
の
神
社

に
い
る
か
と
錯
覚
し
て
し
ま
う
ほ
ど
。
し
っ

か
り
残
そ
う
と
し
て
下
さ
っ
て
い
る
台
湾
の

方
々
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

こ
の
日
は
そ
の
ま
ま
バ
ス
で
台
北
駅
へ
。

解
散
後
は
自
由
行
動
と
な
り
、
各
々
台
湾
で

の
夜
を
楽
し
ん
だ
。
翌
日
は
い
よ
い
よ
李
登

輝
先
生
に
よ
る
特
別
講
義
だ
。
今
回
の
研
修

団
の
目
玉
で
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
李
登
輝

先
生
か
ら
ご
講
義
い
た
だ
け
る
の
で
、
緊
張

と
期
待
の
あ
ま
り
、
私
は
心
が
高
鳴
り
、
こ

の
夜
は
な
か
な
か
寝
付
け
な
か
っ
た
。

■

第
５
日
・
４
月
30
日（
月
）

朝
食
後
、
一
行
は
群
策
会
へ
向
か
う
。
李

登
輝
先
生
の
特
別
講
義
へ
の
期
待
が
高
ま
る

中
、
席
に
座
り
先
生
を
待
つ
。
講
義
室
の
雰

囲
気
が
一
変
し
、
緊
張
感
で
ピ
ン
と
張
り
詰

め
た
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

李
登
輝
先
生
は
「
国
際
社
会
に
お
け
る
日

本
の
現
状
」
と
い
う
題
で
講
義
さ
れ
、
い
ま

の
日
本
に
は
大
胆
な
経
済
改
革
が
必
要
不
可

欠
な
の
だ
が
、
経
済
が
衰
退
し
て
い
る
原
因

の
一
つ
に
真
の
指
導
者
が
い
な
い
こ
と
や
官

僚
に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
ら
れ

た
。
ま
た
「
日
本
精
神
」
は
世
界
に
誇
る
べ

き
も
の
で
、
そ
れ
を
生
か
す
こ
と
も
な
く
、

復
興
に
も
回
さ
な
い
で
消
費
税
や
所
得
税
の

増
税
だ
け
で
は
駄
目
だ
と
強
調
さ
れ
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
講
義
は
終
わ
り
、
そ
の

後
、
終
業
式
へ
。
李
登
輝
先
生
自
ら
一
人
ひ

と
り
に
声
を
掛
け
な
が
ら
「
修
業
証
書
」
を

手
渡
さ
れ
、
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

今
回
の
李
登
輝
学
校
も
実
に
内
容
が
充
実

し
て
お
り
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。
李
登
輝
先
生
の
ご
体
調

が
良
さ
そ
う
な
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
く
、
力

強
い
講
義
に
涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。

今
回
も
ご
講
義
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
事

務
局
の
皆
様
、
群
策
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

許世楷先生（第５講　４月28日）

李登輝先生ご揮毫の扁額（４月28日）

李登輝先生（第６講　４月30日）

劉維添氏（獅頭山勧化堂　４月29日）


